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Karl Robert Eduard von Hartman ist geborn zu Berlin im J 
1842. Nach absolviertm Gymnasiltudm waehlt er die 
miltaerische Laufbhn und trat in das Gardegimnt der Arti-
lerie seiner Vatersd t. Aus Gesundhitsrueckihten sah er 
sich schon nach wenig J ahren genotig ， den Dienst 
aufzgebn ， und widmet sich ， ohne eine Universitae zu 
何者ト話纏縦 総長十il jr> (10K lil- l11 rrr:) 
bezihn ， ganz der Wisenchaft. Er lebt als Privatgelhrte 
in Berlin. -Sein erstes ， schon 1864 begons Hauptwerk ， 
die “Philosphie de Unweusten ぺerschien im J. 1869. und 
begrundt sein Ruh m. Hartman selbst betrachte dies 
Werk als ein bloses Program seiner gesamtn Thaetigk ， 
und seine uebring Verofntlichunge als die Abschlag-
zahlung auf die uebrnomen Verantowlichket . Bei der 
rastiosen Thaetigk und Produktivaet unser Philospen ， 
und der erstaunlichen Leichtigkeit ， mit der er arbeite ， ist 
seine Schuld nu bald getilgt. In der kurzen Zeit von achtze-
hen J ahren hat Hartman ， - zahlreiche J ournalistikel ab-
gerchnt ， - uebr zwanig Schriften veroefentlicht ， darun-
ter ， auser der encyklopadishen “Philos. d. Unb." 吋(9 Auf l. . 
1問8沼2 )入， d古rei umf 白angreich 羽Weぽrk王e: “Phaenomeno 旧olgie des sit-
tlichen Bewus 鈴st岱seins"
νMensch 恥1児ei 社t im St印ufおenga s配ei加ne町rEntwicklug" (181) und 
“die deutsch Aesthik seit Kant" (186) . Um dies Haupt-
werke grupien sich die uebring Schriften H. s， und las-
sen sich einteilen in solche ， die : 1) zur Methodlgi und 
Erkentisheori ( Uebr die dialektische Methode ぺ186 ; 
“Kritsche Grundleg des transcendtalen Realismu" ， 
1878) ， 2) zur N aturphilosphie (“ Wahreit und Irtum im 
Darwinsmu ぺ1875 ;“ Das Unbewuste vom Standpuk der 
ト同
同
時
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
を
選
ん
だ
わ
け
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引
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に
あ
た
っ
て
a
な
ど
は
前
、
B
は
回
と
改
め
た
。
)
ハ
ル
ト
マ
ン
研
究
の
た
め
の
参
考
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
略
す
。
略
歴
を
見
た
だ
け
で
も
、
当
初
、
軍
人
の
道
を
歩
ん
だ
こ
と
、
大
学
に
拠
ら
ず
こ
の
後
、
在
野
の
学
者
と
し
て
の
人
生
を
選
ん
だ
こ
と
、
旺
盛
な
批
評
活
動
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
後
の
鴎
外
と
の
類
似
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
『
無
意
識
の
哲
学
』
を
筆
頭
に
ハ
ル
ト
マ
ン
の
著
作
は
膨
大
な
量
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
渡
つ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
シ
ュ
ヴ
ェ
l
グ
ラ
ー
は
そ
れ
ら
を
四
分
し
て
い
る
。
第
一
は
、
方
法
ム
ノ、
論
と
認
識
論
に
関
す
る
も
の
、
第
二
は
、
自
然
科
学
に
関
す
る
も
の
、
第
三
は
、
精
神
哲
学
に
属
す
る
も
の
、
第
四
は
、
批
判
的
で
論
争
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
の
超
越
的
レ
ア
リ
ズ
ム
は
、
わ
れ
は
経
験
的
知
識
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
、
超
越
的
な
存
在
の
認
識
に
達
ハ
ル
ト
マ
ン
の
認
識
論
の
骨
子
で
、
わ
れ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
科
学
者
と
し
て
の
鴎
外
に
と
っ
て
は
、
納
得
の
ゆ
く
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
第
二
に
属
す
る
『
生
理
学
と
進
化
論
の
理
論
の
立
脚
点
か
ら
見
た
無
意
識
』
が
神
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
問
題
の
著
作
で
、
ハ
ル
ト
マ
ン
が
匿
名
で
ダ
i
ウ
イ
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
、
自
分
の
『
無
意
識
の
哲
学
』
を
批
判
し
、
そ
の
批
判
が
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
『
無
意
識
哲
学
』
の
第
二
版
を
出
し
、
そ
の
中
で
匿
名
を
明
か
し
た
上
で
、
『
生
理
学
と
進
化
論
の
立
脚
点
か
ら
見
た
無
意
識
』
を
批
判
し
て
、
結
果
的
に
自
分
の
『
無
意
識
の
哲
学
』
の
論
拠
を
強
め
よ
う
と
い
う
、
手
の
込
ん
だ
や
り
口
を
も
っ
た
著
作
で
あ
る
。
鴎
外
が
手
に
し
て
い
た
『
無
意
識
の
哲
学
』
は
、
最
初
の
版
で
は
な
く
、
当
初
の
『
無
意
識
の
哲
学
』
に
、
こ
の
反
論
と
反
論
に
対
す
る
反
論
と
が
併
せ
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
鴎
外
が
こ
れ
を
読
む
の
は
、
神
田
氏
の
言
う
よ
う
に
帰
朝
後
の
こ
と
だ
。
第
三
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
点
に
注
目
し
た
い
。
の
著
作
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
権
威
に
反
抗
し
た
ハ
ル
ト
マ
ン
の
姿
勢
の
現
わ
れ
と
い
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
美
学
的
著
作
の
扱
い
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ェ
l
グ
ラ
ー
は
ほ
と
ん
ど
重
視
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
鴎
外
も
こ
の
書
物
を
見
た
時
点
(
明
治
二
O
年
秋
)
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ハ
ル
ト
マ
ン
の
美
学
に
一
つ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
着
目
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
第
四
に
つ
い
て
は
、
鴎
外
の
そ
の
後
の
評
論
活
動
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
鴎
外
が
実
際
に
手
に
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
現
代
の
問
題
』
を
見
る
と
、
「
わ
れ
わ
れ
は
伺
を
食
べ
る
べ
き
か
」
で
は
、
草
食
と
肉
食
の
問
題
(
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
問
題
)
を
論
じ
て
い
る
し
、
「
大
学
の
講
義
の
改
革
の
た
め
に
」
な
ど
と
い
う
の
も
あ
り
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
争
好
き
の
態
度
は
後
の
鴎
外
に
で
は
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
こ
ま
で
の
記
述
で
鴎
外
が
注
目
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ノ、
lレ
ト
マ
ン
の
経
歴
、
今
評
判
の
無
意
識
哲
学
を
唱
え
て
い
る
人
で
あ
り
、
反
キ
リ
ス
ト
教
会
な
立
場
を
と
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
論
争
を
展
開
し
て
い
る
人
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
=
一
、
「
西
洋
哲
学
史
L
の
記
述
②
そ
れ
で
は
そ
の
「
無
意
識
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
の
実
在
は
、
盲
目
で
非
理
性
的
な
意
志
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
確
実
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
彼
は
ま
た
シ
ョ
l
ぺ
ン
ハ
ウ
ア
l
主
義
者
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
は
、
単
に
現
実
的
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
イ
デ
ア
に
満
ち
、
合
目
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
合
目
的
性
の
原
理
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
哲
学
に
お
い
て
は
、
誰
も
へ
l
ゲ
ル
の
よ
う
に
勝
利
を
持
っ
て
擁
護
し
た
も
の
は
い
な
い
の
だ
が
、
理
性
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ハ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ず
確
実
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
彼
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
は
へ
l
ゲ
リ
ア
ン
な
の
で
あ
る
。
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E
常
国
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巴
U
D
O司・
世
界
の
実
在
「
無
意
識
」
と
は
、
シ
ョ
l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
!
の
生
へ
の
盲
目
の
意
思
で
あ
る
が
、
へ
1
ゲ
ル
の
イ
デ
ー
の
よ
う
に
論
理
を
持
っ
た
も
の
だ
と
し〉
つ
の
で
あー
るE 方
。で
は
た
だ
し
、
話
は
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
く
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ノ、
こ
の
よ
う
な
絶
対
者
の
解
釈
に
お
い
て
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、
無
意
識
の
精
神
を
積
極
哲
学
の
出
発
点
と
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ハ
ル
ト
マ
ン
は
、
彼
自
ら
も
ま
た
名
づ
け
た
よ
う
に
シ
ョ
l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
主
義
者
で
あ
り
、
シ
ェ
リ
ン
グ
主
義
者
で
あ
る
が
、
七
十
年
代
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
補
足
、
す
な
わ
ち
「
七
十
年
代
」
は
、
一
つ
の
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
補
足
と
は
次
の
よ
う
な
意
味
な
へ
l
ゲ
ル
主
義
者
で
あ
り
、
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
シ
ョ
1
ベ
ン
ハ
ウ
ア
l
主
義
者
は
ま
た
へ
l
ゲ
七
同
開
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
を
選
ん
だ
わ
け
(
坂
井
健
ル
主
義
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
引
き
返
し
て
、
同
時
に
シ
ェ
リ
ン
グ
主
義
者
で
も
あ
る
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
の
立
場
の
も
の
も
同
じ
前
提
の
下
に
あ
り
う
る
の
だ
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
彼
の
無
意
識
の
精
神
の
原
則
を
方
法
論
的
に
基
礎
付
け
な
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
っ
て
、
そ
こ
に
ハ
ル
ト
マ
ン
は
自
ら
の
課
題
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
日
ロ
門
出
o
m
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口
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門
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盟
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℃
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。
℃
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。
∞
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仏
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∞
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ぬ
ロ
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門
N
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円
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門
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F
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Z
E
m
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F門
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ロ
門
日
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山
田
印
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S
Z
E
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E吋
ロ
ロ
円
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円
門
凶
巾
円
切
包
山
口
問
己
門
戸
m
R
E
W山
口
P
巧
巾
ロ
ロ
白
山
口
N
C
m
E岳
山
口
ny
∞
の
}
戸
巾
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ロ
ロ
向
日
ω
D
O同・円印同・
∞
の
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出
口
E
m
y忠
由
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吉
岡
)
江
口
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間
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岳
山
田
口
口
σ04司
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m
Zロ
の
包
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2
E
n
F
H
B
2宮
内
出
R
E
σ
o
m
E
S巳
2
・
』
2
N円
m
E
g
w
門出
2
2
0江
口
巳
-gp
ロ
ロ
仏
門田何回門戸口
q
w
oロ
ロ
仲
田
町
田
吋
昨
日
出
ロ
ロ
印
巾
山
口
巾
〉
丘
m
m
σ
?
こ
こ
で
は
「
七
十
年
代
」
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
積
極
哲
学
」
と
い
う
概
念
が
鍵
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
項
目
で
説
明
さ
れ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
西
洋
哲
学
史
』
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
晩
年
の
哲
学
で
、
一
口
で
い
う
と
そ
れ
!¥ 
ま
で
の
哲
学
が
神
を
求
め
て
思
索
し
た
の
で
あ
り
、
の
に
対
し
(
消
極
哲
学
)
、
消
極
哲
学
の
最
後
に
見
出
さ
れ
た
神
を
原
理
と
し
て
、
い
わ
ば
神
な
し
に
思
索
し
た
神
か
ら
す
べ
て
が
導
き
出
さ
れ
る
場
合
、
す
べ
て
が
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
か
を
示
す
(
積
極
哲
学
)
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
同
書
同
項
目
参
照
)
い
ま
、
「
神
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
が
、
引
用
文
の
説
明
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
神
」
と
い
う
よ
り
絶
対
者
と
い
っ
た
方
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
考
え
方
で
は
、
本
質
の
世
界
と
現
象
の
世
界
は
二
つ
に
切
り
離
さ
れ
て
い
て
、
絶
対
者
は
本
質
の
世
界
の
中
に
静
的
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
象
の
世
界
に
は
現
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
絶
対
者
が
い
か
に
し
て
現
象
世
界
に
現
れ
る
か
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
元
論
に
陥
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
晩
年
の
積
極
哲
学
で
は
、
こ
の
二
元
論
を
克
服
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
絶
対
者
は
現
象
の
世
界
に
現
れ
て
い
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
『
西
洋
哲
学
史
』
は
、
こ
の
積
極
哲
学
を
へ
1
ゲ
ル
哲
学
に
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ
1
グ
ラ
l
は
、
こ
の
絶
対
者
に
ハ
ル
ト
マ
ン
が
ど
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
絶
対
者
と
し
て
の
無
意
識
が
唯
一
の
真
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
世
界
は
、
単
に
そ
の
現
れ
で
あ
り
、
明
瞭
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
象
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
カ
ン
ト
主
義
者
の
意
味
で
は
な
く
、
義
者
の
意
味
、
す
な
わ
ち
、
絶
対
者
の
客
観
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
へ
l
ゲ
ル
主
義
・
シ
ョ
l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
主
二
に
世
界
の
目
的
は
絶
対
者
自
身
以
外
の
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
言
葉
を
変
え
て
い
う
な
ら
ば
、
世
界
は
単
な
る
手
段
な
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
手
段
を
通
し
て
も
、
世
界
に
内
在
的
絶
対
者
(
そ
れ
を
我
々
は
神
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
)
が
そ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
宅
g
D
門
凶
器
ロ
ロ
σ
9
2白
田
宮
ω-m
門
凶
器
〉
Z
o
-
E
o
E閉
山
口
包
ロ
t
g
y円
宮
島
ω巾
目
。
ロ
門
同
命
日
間
同
唱
由
。
山
由
同
よ
2
1
m
山
件
。
ロ
少
門
同
日
m
w
d
司
o
F
D
C叶
印
巾
門
口
白
開
門
田
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Faロ
ロ
ロ
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。
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ロ
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E
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E
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Z
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H
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o
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E
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一
g
z
u
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4司ゆ
R
O
E
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仏
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N
d司
R
W
己
負
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日
ロ
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σ
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ω
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m
k
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g
o
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山
E
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4弓
C
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件
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口
一
色
。
当
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]
円
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ロ
ロ
円
門
田
山
田
冨
目
立
。
]
w
E
R
F
t
2
-♀
2
己
虫
色
句
者
。
-
昨
日
B
E
E
B
Z
krσ
印
O]EO(
門
凶
器
老
町
内
針
。
ロ
由
。
関
口
円
。
。
口
口
。
ロ
ロ
g
w
o
oロ
ロ
ぬ
ロ
)
宮
山
口
ゆ
N
d司
R
W
R
E
-
n
z・
「
神
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
絶
対
者
は
現
象
世
界
に
現
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
現
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
、
こ
の
一
元
論
的
発
想
が
ハ
ル
ト
マ
ン
の
基
本
的
発
想
で
あ
り
、
先
の
、
「
七
十
年
代
の
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
わ
け
だ
。
つ
ま
り
、
先
の
引
用
の
「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
シ
ョ
l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
1
主
義
者
は
、
ら
ず
、
引
き
返
し
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
主
義
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
へ
l
ゲ
ル
主
義
者
で
な
げ
れ
ば
な
一口は、
一
元
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
絶
対
が
現
象
に
姿
を
現
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
絶
対
の
性
質
に
つ
い
て
』土
へ
l
ゲ
ル
の
よ
う
に
論
理
的
な
イ
デ
ー
に
違
い
な
い
と
か
、
シ
ョ
l
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
よ
う
に
盲
目
の
意
志
で
あ
る
と
か
一
義
的
に
決
め
な
い
ほ
う
が
良
い
文
学
部
論
集
第
九
十
号
(
二
O
O六
年
三
月
)
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲
学
は
よ
く
厭
世
哲
学
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
世
界
観
は
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
認
識
論
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
非
常
に
楽
観
的
、
あ
る
い
は
、
常
識
的
・
科
学
的
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
実
の
世
界
の
中
に
、
絶
対
者
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
、
現
実
の
認
識
は
そ
の
よ
う
な
絶
対
者
の
認
識
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
す
な
わ
ち
、
鴎
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
に
引
か
れ
た
最
大
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
西
洋
哲
学
史
』
三
六
O
頁
下
段
に
は
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
あ
る
。
ヨ-∞
ryo宮口
Y
E
R
H
N
E
g
出
向
門
H
M
g
D貯
の
Y
O
川
の
mw{
由同
〈
巾
q司ロ己円ロ丘戸広同吟門ゲ.出巾怠
Mm州芯伶巳-己'白
E
R巴
g
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
精
神
」
は
、
二
つ
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
的
な
イ
デ
!
と
し
て
の
実
在
的
な
側
面
で
あ
り
、
一
つ
は
、
シ
ヨ
も
う
一
つ
は
、
へ
l
ゲ
ル
的
な
イ
デ
!
と
し
て
の
理
性
的
な
側
面
で
あ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
思
想
家
で
あ
る
シ
ョ
1
ペ
ン
ハ
ウ
ア
l
の
思
想
に
閉
山
g
-
2
(実
在
的
・
現
実
的
)
と
い
う
説
明
が
加
え
ら
れ
る
の
は
一
見
奇
異
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
西
洋
哲
学
史
』
で
は
、
二
元
論
に
陥
っ
て
い
た
こ
ろ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
も
、
同
じ
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
現
象
世
界
に
理
性
的
な
も
の
が
現
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
指
す
よ
う
だ
。
九
鴎
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
を
選
ん
だ
わ
け
(
坂
井
健
こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、
鴎
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
に
引
か
れ
て
い
っ
た
理
由
が
分
か
る
気
が
す
る
。
神
田
氏
の
言
う
よ
う
に
反
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
は
帰
朝
後
の
こ
と
で
、
ま
ず
、
鴎
外
は
、
現
象
に
本
質
的
世
界
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
に
引
か
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
磯
貝
英
夫
氏
は
、
戦
闘
的
啓
蒙
批
評
時
代
の
鴎
外
に
つ
い
て
「
学
問
信
仰
」
と
い
う
語
で
評
し
た
が
、
そ
の
源
は
こ
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
論
じ
残
し
た
こ
と
は
多
い
が
、
稿
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。
〔注〕
(
1
)
た
と
え
ば
、
小
堀
桂
一
郎
『
森
岡
崎
外
文
業
解
題
九
八
二
年
)
参
照
。
(
2
)
神
田
孝
夫
「
森
鴎
外
と
E
・
V
-
ハ
ル
ト
マ
ン
|
『
無
意
識
哲
学
』
を
中
心
に
|
」
『
島
田
謹
二
教
授
還
暦
記
念
会
比
較
文
学
比
較
文
化
』
(
弘
文
堂
、
昭
和
三
六
年
)
(
3
)
小
堀
桂
一
郎
「
森
鴎
外
と
E
・
V
-
ハ
ル
ト
マ
ン
」
吉
田
精
一
編
『
日
本
近
代
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』
(
清
水
弘
文
堂
、
昭
和
四
六
年
)
(
4
)
坂
井
健
「
観
念
と
し
て
の
「
理
想
(
想
)
」
鴎
外
「
審
美
論
」
に
お
け
る
訳
語
の
問
題
を
中
心
に
|
」
(
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
一
六
号
、
一
九
九
二
年
三
月
)
は
、
こ
の
観
念
化
が
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
原
文
で
は
美
は
心
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
み
存
在
す
る
心
理
的
・
観
念
的
(
イ
デ
ア
ル
)
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
鴎
外
が
「
理
念
的
(
イ
デ
ア
ル
)
と
解
釈
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
説
い
た
。
(
5
)
神
田
氏
は
、
『
妄
想
』
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
も
、
東
京
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
の
鴎
外
庫
本
の
発
行
年
が
一
八
九
O
年
(
明
治
二
三
年
)
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
妄
想
』
の
中
で
ベ
ル
リ
ン
で
初
め
て
哲
学
の
書
物
を
紐
解
い
た
時
の
こ
と
を
回
想
し
た
次
の
一
節
が
、
鴎
外
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
或
る
か
う
い
う
夜
の
事
で
あ
っ
た
。
哲
学
の
本
を
読
ん
で
見
ょ
う
と
思
ひ
立
翻
訳
篇
』
(
岩
波
書
底
、
O 
っ
て
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
ち
兼
ね
て
、
出
血
ユ
ヨ
山
口
口
の
無
意
識
哲
学
を
買
ひ
に
行
っ
た
。
(6)
坂
井
健
「
森
鶴
外
と
E
・
V
-
ハ
ル
ト
マ
ン
」
(
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
一
一
一
号
、
一
九
八
九
年
一
O
月
)
(
7
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
(8)
こ
の
部
分
と
没
理
想
論
争
に
お
け
る
鴎
外
の
発
言
「
烏
有
先
生
は
ま
た
澄
這
子
の
没
理
想
の
論
を
駁
し
て
い
は
く
。
世
界
は
ひ
と
り
実
な
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
想
の
み
ち
/
¥
た
る
あ
り
。
治
迄
子
は
没
理
性
界
(
意
志
界
)
を
見
て
理
性
界
を
見
ず
。
」
(
『
早
稲
田
文
学
の
没
理
想
』
明
治
二
四
年
一
二
月
二
五
日
)
と
の
類
似
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
(
9
)
磯
貝
英
夫
「
啓
蒙
批
評
時
代
の
鴎
外
(
上
)
四
O
号
、
一
九
七
二
年
一
一
月
)
ー
そ
の
思
考
特
性
」
-
」
(
『
文
学
』
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
一
六
年
度
悌
教
大
学
海
外
研
修
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
(
さ
か
い
た
け
し
人
文
学
科
)
二
O
O五
年
十
月
十
九
日
受
理
